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1.  22年3月期の連結業績（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期 227,692 7.1 6,150 10.5 6,232 12.6 2,946 3.4
21年3月期 212,659 4.1 5,563 △8.1 5,533 △8.7 2,848 △7.0

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

22年3月期 26.83 24.16 5.6 3.9 2.7
21年3月期 25.95 23.39 5.6 3.7 2.6

（参考） 持分法投資損益 22年3月期  16百万円 21年3月期  △197百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期 168,131 55,123 32.0 489.99
21年3月期 154,212 52,130 33.5 470.48

（参考） 自己資本  22年3月期  53,809百万円 21年3月期  51,658百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

22年3月期 6,120 △2,234 △1,164 14,504
21年3月期 5,692 △7,134 842 11,748

2.  配当の状況 

 

1株当たり配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

21年3月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00 877 30.8 1.7
22年3月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00 878 29.8 1.7

23年3月期 
（予想）

― 4.00 ― 4.00 8.00 28.3

3.  23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

117,000 8.3 2,850 3.1 2,800 3.8 1,300 1.0 11.84

通期 240,000 5.4 6,500 5.7 6,500 4.3 3,100 5.2 28.23
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変
更に記載されるもの） 

詳細は、２０ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧下さい。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

１株当たり当期純利益(連結)の算定の基礎となる株式数については、２６ページ「1株当たり情報」をご覧下さい。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期 111,989,476株 21年3月期 111,989,476株

② 期末自己株式数 22年3月期 2,172,362株 21年3月期 2,182,995株

（参考）個別業績の概要 

1.  22年3月期の個別業績（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期 169,880 △3.1 5,113 14.9 5,136 5.7 2,450 △6.1

21年3月期 175,336 △0.2 4,450 △15.1 4,860 △11.7 2,610 △5.3

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

22年3月期 22.32 20.09
21年3月期 23.79 21.44

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期 149,455 51,601 34.5 469.16
21年3月期 140,664 49,973 35.5 454.56

（参考） 自己資本 22年3月期  51,521百万円 21年3月期  49,913百万円

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記の業績予想は本資料の発表日現在の将来に関する前提や見通し、計画に基づくものであり、実際の業績は異なる結果となる可能性があります。業績
予想に関する事項については、４ページ「次期の見通し」をご覧下さい。 
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（１）経営成績に関する分析 

①当期の経営成績 

当期におけるわが国経済は、各国の経済政策の効果もあり、景気悪化に下げ止まり感が出て

まいりましたが、雇用環境の悪化や個人消費の低迷といった先行きに不透明感の残る環境が続

きました。 

物流業界におきましても、輸出貨物を中心として物量は回復基調にあるものの、国内貨物に

ついては減少傾向が続いており、依然として厳しい経営環境にあります。 

このような環境の中、当社グループは「流通情報企業の確立」を目指した中期経営三ヵ年計

画の最終年度として、「流通ＳＣＭ（サプライチェーン・マネジメント）」の提供により、量

販店・小売物流を中心とした業務開拓を推進し、６月に千葉県船橋市の「船橋ファッションロ

ジスティクスセンター」、８月に群馬県太田市の「北関東ロジスティクスセンター」を開設い

たしました。また、新規分野の開拓の手法としてＭ＆Ａを積極的に活用し、７月に家庭用品の

卸売りを行っている「株式会社丸藤」、１０月に百貨店物流機能を持つ「江坂運輸株式会

社」、「阪神運送株式会社」を当社グループに迎え、業容の拡大を図りました。 

この結果、連結営業収益は既存物量の落込みがあったものの、Ｍ＆Ａによる増収効果があり

２，２７６億９２百万円と対前期比７．１％の増収となりました。一方、利益面におきまして

は、コストの削減、見直し等を推進した結果、連結営業利益は６１億５０百万円と対前期比

１０．５％の増益、連結経常利益は６２億３２百万円と対前期比１２．６％の増益、連結当期

純利益は２９億４６百万円と対前期比３．４％の増益となりました。  

  

当期の業績をセグメント別にご説明いたしますと、次の通りです。 

  

（運送事業） 

上半期は一昨年来の景気悪化の影響により住宅物流や石化樹脂物流の落込みはあったもの

の、下半期に入り物量の減少が下げ止まってきたことと、Ｍ＆Ａにより百貨店物流事業を拡

大させたことが寄与し、事業収入は１，３０５億５４百万円と対前期比５．３％の増収とな

りました。  

  

（流通加工事業） 

当期に開設した「船橋ファッションロジスティクスセンター」、「北関東ロジスティクス

センター」等の大型設備開設効果並びに東京納品代行株式会社、イヌイ運送株式会社を

Ｍ＆Ａにより連結子会社化したことが寄与し、事業収入は７３１億９２百万円と対前期比

９．９％の増収となりました。 

  

（その他事業） 

石油販売事業における販売単価下落による減収がありましたが、商事販売事業において株

式会社丸藤のグループ化が寄与し、事業収入は２３９億４５百万円と対前期比８．５％の増

収となりました。 

   

１．経営成績
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②次期の見通し 

今後の見通しにつきましては、輸出の増加基調は続くと見られ、一昨年来の急激な景気後退

に底打ち感はあるものの国内需要については緩やかな景気回復に留まるものと予想されます。

景気は回復基調にあるとはいえ、物流業界では更なる競争の激化も予想されます。当社グル

ープは、これまで以上の高品質・高効率な物流システム構築による包括的な物流委託のご提案

により、お客さまのご期待に添えますよう取り組んでまいります。 

また、当社グループは平成２２年度より、「Ｍｏｖｉｎｇ Ｇｌｏｂａｌ」をコーポレート

スローガンとして、中期経営三ヵ年計画をスタートいたします。具体的には、国内外でお客さ

まの要望に応え、高品質でコストパフォーマンスの高いサービスを提供し、新たな市場開拓に

取組んでまいります。また、グループ人材の意欲と健康の向上・能力アップを図るとともに、

法令遵守・環境対応・安全重視を柱として、企業としての社会的責任（ＣＳＲ）を全うしてい

く所存であります。 

このような企業活動を積極的に推進する中で、当社グループの次期業績予想としては、連結

営業収益２，４００億円、連結営業利益６５億円、連結経常利益６５億円、連結当期純利益

３１億円を見込んでおります。 

    

  

（２）財政状態に関する分析 

①資産、負債及び純資産の状況 

（総資産）  

当期末における総資産は１，６８１億３１百万円となり、前期末に比べ１３９億１８百万円

の増加となりました。これは流動資産が１００億２８百万円増加したことと、投資その他の資

産が２０億５０百万円増加したことなどによるものです。  

（負債）  

当期末における負債の残高は１，１３０億８百万円となり、前期末に比べ１０９億２５百万

円増加しました。これは短期借入金が４３億５２百万円、支払手形及び営業未払金が

５１億９９百万円増加したこと等によるものです。 

（純資産）  

当期末の純資産は５５１億２３百万円となり、前期末に比べ２９億９２百万円の増加となり

ました。これは利益剰余金が２０億８４百万円増加したことと、少数株主持分が８億２２百万

円増加したことによるものです。自己資本比率は前期末より１．５％減少し３２．０％となり

ました。 

   

②キャッシュ・フローの状況 

当期末における現金及び現金同等物は前期末に比べ、２７億５６百万円増加し１４５億４百

万円となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは６１億２０百万円の収入となりました。これは、税金

等調整前当期純利益が５４億２１百万円、減価償却費が４９億６８百万円あったことに加え、

仕入債務の増加による２０億３５百万円の資金の増加があったものの、利息の支払額が１１億

５０百万円、売上債権の増加による２８億２７百万円の資金の減少及び法人税等の支払額が 

１９億９６百万円となったこと等によるものです。 

投資活動によるキャッシュ・フローは２２億３４百万円の支出となりました。これは有形固

定資産取得に２４億５５百万円支出したこと等によるものです。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、１１億６４百万円の支出となりました。これは短期

借入金の返済による支出が１６億８４百万円、長期借入金の返済による支出が１５億２７百万

円、ファイナンス・リース債務の返済による支出が１０億６４百万円、配当金の支払いによる

支出が８億７８百万円あったものの、長期借入金による収入が４４億円あったこと等によるも

のです。   
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③キャッシュ・フロー関連指標の推移 

（注）自己資本比率：自己資本／総資産  

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

※各指標はいずれも連結ベースの財務数値により計算しております。  

※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数（自己株式控除後）により算出

しております。 

※営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシ

ュ・フローを使用しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負

債のうち、利子を支払っている負債を対象としております。また、利払いについて

は、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

   

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は、将来の事業展開と経営体質の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、株主の皆

様への利益還元を充実させるため、安定配当に加え、業績連動を考慮した配当を実施すること

を利益配分に関する基本方針としております。 

なお、当期の期末配当金につきましては、業績の動向等を勘案し、１株当たり４円とし、既

にお支払いいたしました中間配当金４円と合わせまして、年間配当金８円とさせて頂く予定で

あります。次期の年間配当金につきましても、当期と同額の１株当たり８円とさせていただく

予定であります。 

    

（４）事業等のリスク 

最近の有価証券報告書（平成２１年６月２６日提出）における「第一部企業情報 第２事業

の状況 ４．事業等のリスク」から重要な変更がないため開示を省略いたします。 

  

  

  平成19年3月期 平成20年3月期 平成21年3月期 平成22年3月期

自己資本比率（％） ３５．３ ３４．６ ３３．５ ３２．０ 

時価ベースの 

自己資本比率（％） 
３２．６ ２９．３ ２２．１ ２２．４ 

キャッシュ・フロー 

対有利子負債比率 
 ７．６  ７．９  ９．９  ９．６ 

インタレスト・ 

カバレッジ・レシオ 
 ９．５  ８．１  ６．１  ５．３ 
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当社グループは、当社と子会社５５社及び関連会社３社で構成されており、多様化、高度化する

お客さまニーズに対応した戦略的ロジスティクスシステムの開発から運営まで、一貫して行ってい

ます。事業内容としては、貨物自動車運送事業、鉄道利用運送事業、海上運送事業等の『運送事

業』、倉庫業、お客さまの構内における原材料及び製品の包装・移動等の作業、物流センターの運

営等の『流通加工事業』、石油類販売事業、情報処理機器販売業、情報処理受託業、自動車修理事

業等の『その他事業』を幅広く営んでおります。事業の系統図は次のとおりであります。 

２．企業集団の状況
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（１）会社の経営の基本方針  

当社は、先進的物流・情報技術で、最高のサービスを創造し、提供することにより、株主、

お客さま、社員をはじめ、社会やすべての人々に貢献し信頼される企業をめざしております。 

その実現のために、高品質、ローコスト、かつ高付加価値のロジスティクスサービスを通じ

て、企業価値の最大化を図ると共に、社会との共生の観点から安全と地球環境に配慮し、社会

の秩序を守り、業界のリーダー企業として責任を果たしていく、成長と信頼を基調とする活力

溢れる企業づくりを進めてまいります。 

  

（２）目標とする経営指標  

当社は、平成２２年度を初年度とする３ヵ年の中期経営計画において、 

・ 売上高 ３，０００億円  営業利益 ９０億円  売上高営業利益率 ３％ 

・ Ｄ／Ｅレシオ（有利子負債／自己資本）１倍以下 

を中期的な具体的目標として定めております。  

  

（３）中長期的な会社の経営戦略  

当社は、平成２２年度から平成２４年度までの３ヵ年の中期経営計画をスタートさせており

ます。その概要は以下の通りです。 

  

センコーグループ中期経営計画（平成２２年度～平成２４年度）の概要 

  

３．経営方針

コーポレートスローガン 『 Ｍｏｖｉｎｇ Ｇｌｏｂａｌ 』  

１．中期グループビジョン 

グループ全体で、社会との共生を図り、従業員の成長志向を育む中、高品質でコストパ

フォーマンスの高いサービスを、グローバルに提供する、流通情報企業を目指します。 

  

２．中期グループ経営方針 

（１）国内外で、お客様の要望に応え、新たな市場の創出に取り組む 

（２）グループ総体で効率性の追求を図り、高品質でコストパフォーマンスの高いサービス

を提供する 

（３）法令遵守、環境対応、安全重視の３つをＣＳＲの柱と位置づけ、活動を充実する 

（４）グループ人材の意欲と健康の向上・能力アップに向け、制度・環境整備を進める 

（５）財務健全性の確保に重点を置いた財務施策を推進する 

  

３．連結数値目標 

（億円） 

  

  平成２１年度実績 平成２４年度計画 

売 上 高 ２，２７６．９ ３，０００ 

営 業 利 益 ６１．５ ９０ 

経 常 利 益 ６２．３ ８５ 

当 期 純 利 益 ２９．５ ４３ 
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,948 14,504

受取手形及び営業未収入金 24,792 30,364

商品 212 1,237

販売用不動産 23 24

貯蔵品 87 112

仕掛品 194 202

繰延税金資産 1,556 1,933

その他 2,618 3,110

貸倒引当金 △17 △44

流動資産合計 41,416 51,445

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 80,115 80,690

減価償却累計額 △42,949 △44,021

建物及び構築物（純額） 37,166 36,669

機械装置及び運搬具 17,951 18,542

減価償却累計額 △12,019 △13,050

機械装置及び運搬具（純額） 5,931 5,492

工具、器具及び備品 3,998 4,256

減価償却累計額 △3,024 △3,403

工具、器具及び備品（純額） 973 852

土地 34,273 35,401

リース資産 4,006 4,370

減価償却累計額 △1,025 △1,036

リース資産（純額） 2,981 3,334

建設仮勘定 128 484

有形固定資産合計 81,454 82,235

無形固定資産 2,558 3,616

投資その他の資産   

投資有価証券 2,392 2,776

長期貸付金 3,119 2,961

差入保証金 8,601 8,728

繰延税金資産 4,910 5,007

その他 9,985 11,609

貸倒引当金 △227 △251

投資その他の資産合計 28,782 30,832

固定資産合計 112,795 116,685

資産合計 154,212 168,131
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 17,274 22,473

短期借入金 10,968 15,320

1年内償還予定の社債 7,000 －

リース債務 787 1,086

未払法人税等 920 1,845

賞与引当金 2,723 3,384

役員賞与引当金 50 84

その他 6,753 7,164

流動負債合計 46,477 51,359

固定負債   

社債 － 7,000

転換社債型新株予約権付社債 4,900 4,900

長期借入金 33,419 31,396

リース債務 3,159 3,969

退職給付引当金 9,491 9,907

役員退職慰労引当金 40 53

特別修繕引当金 26 25

その他 4,568 4,397

固定負債合計 55,604 61,648

負債合計 102,082 113,008

純資産の部   

株主資本   

資本金 18,345 18,345

資本剰余金 16,607 16,607

利益剰余金 17,520 19,604

自己株式 △778 △772

株主資本合計 51,695 53,785

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △26 49

繰延ヘッジ損益 － △22

為替換算調整勘定 △10 △3

評価・換算差額等合計 △36 23

新株予約権 60 80

少数株主持分 411 1,233

純資産合計 52,130 55,123

負債純資産合計 154,212 168,131
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（２）連結損益計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

営業収益 212,659 227,692

営業原価 196,141 208,310

営業総利益 16,517 19,381

販売費及び一般管理費 10,954 13,230

営業利益 5,563 6,150

営業外収益   

受取利息 119 213

受取配当金 787 883

団体定期受取保険金 255 231

その他 441 583

営業外収益合計 1,603 1,911

営業外費用   

支払利息 932 1,163

団体定期保険料 281 267

その他 419 398

営業外費用合計 1,634 1,829

経常利益 5,533 6,232

特別利益   

固定資産売却益 50 39

受取補償金 175 －

特別利益合計 225 39

特別損失   

固定資産除却損 224 331

過年度損益修正損 － 180

リース解約損 208 110

和解金 － 62

特別退職金 － 47

投資有価証券評価損 47 43

固定資産売却損 － 42

固定資産評価損 － 32

ゴルフ会員権評価損 41 －

特別損失合計 522 850

税金等調整前当期純利益 5,236 5,421

法人税、住民税及び事業税 1,928 2,800

法人税等調整額 460 △187

法人税等合計 2,388 2,613

少数株主利益又は少数株主損失（△） 0 △138

当期純利益 2,848 2,946
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 18,295 18,345

当期変動額   

新株の発行 50 －

当期変動額合計 50 －

当期末残高 18,345 18,345

資本剰余金   

前期末残高 16,553 16,607

当期変動額   

新株の発行 50 －

自己株式の処分 3 △0

当期変動額合計 53 △0

当期末残高 16,607 16,607

利益剰余金   

前期末残高 15,554 17,520

当期変動額   

剰余金の配当 △877 △878

当期純利益 2,848 2,946

連結範囲の変動 △4 16

当期変動額合計 1,966 2,084

当期末残高 17,520 19,604

自己株式   

前期末残高 △717 △778

当期変動額   

自己株式の取得 △74 △4

自己株式の処分 15 10

持分法適用会社に対する持分変動に伴う自
己株式の増減

△1 －

当期変動額合計 △61 5

当期末残高 △778 △772

株主資本合計   

前期末残高 49,686 51,695

当期変動額   

新株の発行 100 －

剰余金の配当 △877 △878

当期純利益 2,848 2,946

自己株式の取得 △74 △4

自己株式の処分 19 10

連結範囲の変動 △4 16

持分法適用会社に対する持分変動に伴う自
己株式の増減

△1 －

当期変動額合計 2,008 2,090

当期末残高 51,695 53,785
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 97 △26

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △124 75

当期変動額合計 △124 75

当期末残高 △26 49

繰延ヘッジ損益   

前期末残高 － －

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － △22

当期変動額合計 － △22

当期末残高 － △22

為替換算調整勘定   

前期末残高 32 △10

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △42 7

当期変動額合計 △42 7

当期末残高 △10 △3

評価・換算差額等合計   

前期末残高 129 △36

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △166 60

当期変動額合計 △166 60

当期末残高 △36 23

新株予約権   

前期末残高 26 60

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 34 20

当期変動額合計 34 20

当期末残高 60 80

少数株主持分   

前期末残高 2 411

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 408 822

当期変動額合計 408 822

当期末残高 411 1,233
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

純資産合計   

前期末残高 49,845 52,130

当期変動額   

新株の発行 100 －

剰余金の配当 △877 △878

当期純利益 2,848 2,946

自己株式の取得 △74 △4

自己株式の処分 19 10

連結範囲の変動 △4 16

持分法適用会社に対する持分変動に伴う自己
株式の増減

△1 －

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 276 902

当期変動額合計 2,284 2,992

当期末残高 52,130 55,123
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 5,236 5,421

減価償却費 4,031 4,968

固定資産除却損 224 331

退職給付引当金の増減額（△は減少） △426 △94

賞与引当金の増減額（△は減少） △54 513

受取利息及び受取配当金 △907 △1,096

支払利息 932 1,163

売上債権の増減額（△は増加） 3,559 △2,827

たな卸資産の増減額（△は増加） 713 △682

仕入債務の増減額（△は減少） △4,418 2,035

その他 276 △743

小計 9,168 8,989

利息及び配当金の受取額 183 278

利息の支払額 △933 △1,150

法人税等の支払額 △2,725 △1,996

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,692 6,120

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △6,852 △2,455

有形固定資産の売却による収入 351 324

投資有価証券の取得による支出 △690 △20

投資有価証券の売却による収入 59 72

子会社株式の取得による支出 － △502

関係会社株式の取得による支出 △134 －

関係会社株式の売却による収入 3 134

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△17 －

関係会社出資金の払込による支出 △60 △215

その他 207 427

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,134 △2,234

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） 1,750 △1,684

長期借入れによる収入 9,472 4,400

長期借入金の返済による支出 △8,135 △1,527

社債の発行による収入 － 7,000

社債の償還による支出 △810 △7,000

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △329 △1,064

自己株式の取得による支出 △74 △4

自己株式の売却による収入 18 2

配当金の支払額 △878 △878

その他 △170 △407

財務活動によるキャッシュ・フロー 842 △1,164

現金及び現金同等物に係る換算差額 △29 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △629 2,721

現金及び現金同等物の期首残高 12,317 11,748

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

59 35

現金及び現金同等物の期末残高 11,748 14,504
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 該当事項はありません。 

  

(5）継続企業の前提に関する注記

(6）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目 
前連結会計年度

（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

１．連結の範囲に関する事項  子会社のうち、センコー商事株式会

社、センコー情報システム株式会社、株

式会社センコー保険サービス、埼玉セン

コー運輸整備株式会社、札幌センコー運

輸株式会社他運輸系子会社25社、大東セ

ンコーアポロ株式会社、宮崎センコーア

ポロ株式会社、センコーフーズ株式会

社、Ｓ－ＴＡＦＦ株式会社及び広州扇興

物流有限公司他海外子会社１社の36社を

連結の範囲に含めております。 

 上記のうち、重要性が増したことによ

りＳ－ＴＡＦＦ株式会社を、新たに設立

した三重センコーロジ株式会社及び中四

国ロジスティクス株式会社（本店：香川

県高松市）を当連結会計年度より連結の

範囲に含めております。 

 また、前連結会計年度まで持分法適用

会社であった東京納品代行株式会社につ

いては、株式の追加取得により、当連結

会計年度末日より連結の範囲に含めてお

ります。 

 なお、中四国ロジスティクス株式会社

（本店：岡山県倉敷市）を、平成21年４

月１日付で岡山センコー運輸株式会社に

社名変更しております。 

 子会社のうち、北海道センコーロジサ

ービス株式会社他13社は、いずれも小規

模であり、合計の総資産、営業収益、当

期純損益（持分に見合う額）及び利益剰

余金（持分に見合う額）等はいずれも連

結財務諸表に重要な影響を及ぼさないと

認められるので連結の範囲に含めており

ません。                

 子会社のうち、センコー商事株式会

社、センコー情報システム株式会社、株

式会社センコー保険サービス、埼玉セン

コー運輸整備株式会社、札幌センコー運

輸株式会社他運輸系子会社28社、大東セ

ンコーアポロ株式会社、宮崎センコーア

ポロ株式会社、センコーフーズ株式会

社、Ｓ－ＴＡＦＦ株式会社、ロジ・ソリ

ューション株式会社、株式会社丸藤及び

広州扇興物流有限公司他海外子会社１社

の41社を連結の範囲に含めております。 

 上記のうち、重要性が増したことによ

りロジ・ソリューション株式会社を、株

式取得によりイヌイ運送株式会社、株式

会社丸藤、江坂運輸株式会社及び阪神運

送株式会社を当連結会計年度より連結の

範囲に含めております。 

 子会社のうち、北海道センコーロジサ

ービス株式会社他13社は、いずれも小規

模であり、合計の総資産、営業収益、当

期純損益（持分に見合う額）及び利益剰

余金（持分に見合う額）等はいずれも連

結財務諸表に重要な影響を及ぼさないと

認められるので連結の範囲に含めており

ません。                

  ―――――――       (会計方針の変更) 

 当連結会計年度より、「連結財務諸表

における子会社及び関連会社の範囲の決

定に関する適用指針」（企業会計基準適

用指針第22号 平成20年５月13日）を適

用しております。 

 これによる連結損益計算書への影響は

ありません。              
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項目 
前連結会計年度

（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

２．持分法の適用に関する事

項 

 関連会社アシックス物流株式会社、東

京納品代行株式会社及び大連保税区貝思

特国際貿易物流有限公司に対する投資に

ついて持分法を適用しております。 

 但し、東京納品代行株式会社について

は、株式の追加取得により、当連結会計

年度末日に持分法適用会社から連結子会

社に変更しております。 

 なお、持分法を適用していない非連結

子会社(北海道センコーロジサービス株式

会社他13社）及び関連会社（守山包装株

式会社他１社）の当期純損益及び利益剰

余金等の額のうち持分の合計額は、全体

としてもその影響の重要性が乏しいた

め、持分法の適用範囲から除外しており

ます。 

 持分法適用会社のうち、決算日が連結

決算日と異なる会社については、各社の

事業年度に係る財務諸表を使用しており

ます。 

 関連会社アシックス物流株式会社及び

大連保税区貝思特国際貿易物流有限公司

に対する投資について持分法を適用して

おります。 

 但し、アシックス物流株式会社につい

ては株式を売却したため、当第３四半期

連結会計期間より、持分法適用会社の範

囲から除外しております。 

 なお、持分法を適用していない非連結

子会社(北海道センコーロジサービス株式

会社他13社）及び関連会社（守山包装株

式会社他１社）の当期純損益及び利益剰

余金等の額のうち持分の合計額は、全体

としてもその影響の重要性が乏しいた

め、持分法の適用範囲から除外しており

ます。 

 持分法適用会社のうち、決算日が連結

決算日と異なる会社については、各社の

事業年度に係る財務諸表を使用しており

ます。 

３．連結子会社の事業年度等

に関する事項 

 12月末を決算日とする広州扇興物流有

限公司他海外子会社１社及び１月末を決

算日とする東京納品代行株式会社は、決

算日の財務諸表を使用して連結してお

り、連結決算日との間に生じた重要な取

引については調整を行っております。 

 12月末を決算日とする広州扇興物流有

限公司他海外子会社１社は、決算日の財

務諸表を使用して連結しており、連結決

算日との間に生じた重要な取引について

は調整を行っております。 

  なお、東京納品代行株式会社は決算期

の変更により、平成21年２月１日から平

成22年３月31日までの14カ月決算となっ

ております。 

４．会計処理基準に関する事

項 

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

…決算期末日の市場価格等に基

づく時価法（評価差額は全部

純資産直入法により処理し、

売却原価は移動平均法により

算定しております。） 

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

…   同左 

  時価のないもの 

…移動平均法に基づく原価法 

時価のないもの 

…   同左 

  ② デリバティブ 

…時価法 

② デリバティブ 

…   同左 

  ③ たな卸資産 

商品 

…主として、先入先出法に基づ

く原価法（貸借対照表価額は

収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法により算定） 

③ たな卸資産 

商品 

…      同左 
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項目 
前連結会計年度

（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

  販売用不動産 

…個別法に基づく原価法（貸借

対照表価額は収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法によ

り算定） 

販売用不動産 

…      同左 

  貯蔵品 

…主として移動平均法に基づく

原価法 

貯蔵品 

…   同左 

  仕掛品 

…個別法に基づく原価法（貸借

対照表価額は収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法によ

り算定） 

仕掛品 

…   同左 

  （会計方針の変更） 

 当連結会計年度より、「棚卸資産の評

価に関する会計基準」（企業会計基準第

９号 平成18年７月５日）を適用してお

ります。 

 これによる、損益への影響はありませ

ん。 

      ────── 

  (2）重要な減価償却資産の減価償却の方

法 

① 有形固定資産（リース資産を除

く） 

 定額法を採用しております。但

し、機械装置、船舶の一部及び工具

器具備品については、主として定率

法を採用しております。  

 なお、主な耐用年数は以下のとお

りであります。 

 建物及び構築物   ３～60年 

 機械装置及び運搬具 ３～17年 

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方

法 

① 有形固定資産（リース資産を除

く） 

同左 

  

  

（追加情報） 

 平成20年度の法人税法改正による法定

耐用年数の変更に伴い、機械装置の利用

状況を勘案した結果、当連結会計年度よ

り耐用年数の変更を行っております。 

 これによる営業利益、経常利益及び税

金等調整前当期純利益に与える影響は軽

微であります。            

       ────── 

  ② 無形固定資産（リース資産を除

く） 

 定額法を採用しております。 

② 無形固定資産（リース資産を除

く） 

同左 
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項目 
前連結会計年度

（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

  ③ リース資産 

 リース期間を耐用年数とし、残存

価額を零とする定額法を採用してお

ります。 

 なお、所有権移転外ファイナン

ス・リース取引のうち、リース取引

開始日が平成20年３月31日以前のリ

ース取引については、通常の賃貸借

取引に係る方法に準じた会計処理方

法によっております。 

③ リース資産 

同左  

  (3）重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

 債権の貸倒れによる損失に備える

ため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を検

討し、回収不能見込額を計上してお

ります。 

(3）重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

同左 

  ② 賞与引当金 

 従業員に対して支給する賞与にあ

てるため、支給見込額に基づいて計

上しております。 

② 賞与引当金 

同左 

  ③ 役員賞与引当金 

 役員に対して支給する賞与にあて

るため、支給見込額に基づいて計上

しております。   

③ 役員賞与引当金 

同左 

  ④ 退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため、

当連結会計年度末における退職給付

債務及び年金資産の見込額に基づき

計上しております。 

 数理計算上の差異は、各連結会計

年度の発生時における従業員の平均

残存勤務期間以内の一定の年数（13

年）による定額法により按分した額

をそれぞれ発生の翌連結会計年度か

ら費用処理しております。 

④ 退職給付引当金 

同左  

  

  ──────  

  

（会計方針の変更） 

 当連結会計年度より、「「退職給付に

係る会計基準」の一部改正（その３）」

（企業会計基準第19号 平成20年７月31

日）を適用しております。 

 なお、これによる営業利益、経常利益

及び税金等調整前当期純利益に与える影

響はありません。   

  ⑤ 役員退職慰労引当金 

 連結子会社の一部は、役員の退職

慰労金の支払に備えるため、内規に

基づく期末要支給額を計上しており

ます。 

⑤ 役員退職慰労引当金 

同左 
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項目 
前連結会計年度

（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

  (4）重要な収益及び費用の計上基準 

──────  

(4）重要な収益及び費用の計上基準 

  受注制作のソフトウェア開発に係る

営業収益の計上基準 

当連結会計年度末までの進捗部分

について成果の確実性が認められ

るもの 

…工事進行基準（進捗率の見積

もりは原価比例法） 

その他のもの 

…工事完成基準  

  (5）重要なヘッジ会計の方法 

① ヘッジ会計の方法 

 当社は、繰延ヘッジ処理を行って

おります。なお、金利スワップを利

用しているものについては、特例処

理を適用しております。 

(5）重要なヘッジ会計の方法 

① ヘッジ会計の方法 

同左 

  ② ヘッジの手段とヘッジ対象 

ヘッジ手段…デリバティブ取引(金

利スワップ取引) 

② ヘッジの手段とヘッジ対象 

同左 

  ヘッジ対象…変動金利借入金   

  ③ ヘッジ方針 

 当社は、金利相場変動による損失

の可能性を減殺することを目的とし

てヘッジ会計を行っております。 

③ ヘッジ方針 

同左 

  ④ ヘッジ有効性評価の方法 

 ヘッジ手段の変動額の累計額とヘ

ッジ対象の変動額の累計額を比較し

て判定しております。 

④ ヘッジ有効性評価の方法 

同左 

  (6）その他連結財務諸表作成のための重

要な事項 

消費税等の会計処理方法 

 消費税及び地方消費税の会計処理

方法は税抜き方式によっておりま

す。 

(6）その他連結財務諸表作成のための重

要な事項 

消費税等の会計処理方法 

同左 

５．連結子会社の資産及び負

債の評価に関する事項 

 連結子会社の資産及び負債の評価につ

いては、全面時価評価法を採用しており

ます。 

同左 

６．のれん及び負ののれんの

償却に関する事項 

 のれんの償却については、実質的判断

による償却期間の見積りが可能なものは

その見積り年数で、その他については５

年間で、発生した連結会計年度より均等

償却を行なっております。 

 同左 

７．連結キャッシュ・フロー

計算書における資金の範

囲 

 手許現金、随時引き出し可能な預金及

び容易に換金可能であり、かつ、価値の

変動について僅少なリスクしか負わない

取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来

する短期投資からなります。 

同左 
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(7）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

（リース取引に関する会計基準） 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従

来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっており

ましたが、当連結会計年度より「リース取引に関する会計

基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会

計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リ

ース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 

会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））を適用し、

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理によっており

ます。 

 なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移

転外ファイナンス・リース取引については、引き続き通常

の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を適用しており

ます。 

 これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純

利益に与える影響は軽微であります。 

―――――――  

―――――――  （受注制作のソフトウェア開発に係る営業利益及び営業原

価の計上基準）  

 受注制作のソフトウェア開発に係る営業収益の計上基準

については、従来、工事完成基準を適用しておりました

が、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号

平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27

日）を当連結会計年度より適用し、当連結会計年度に着手

したソフトウェア開発契約から、当連結会計年度末までの

進捗部分について成果の確実性が認められるものについて

は工事進行基準（進捗率の見積もりは原価比例法）を、そ

の他のものについては工事完成基準を適用しております。

 これによる営業収益、営業利益、経常利益及び税金等調

整前当期純利益に与える影響は軽微であります。  
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注記事項

（連結貸借対照表関係）

前連結会計年度 
（平成21年３月31日） 

当連結会計年度 
（平成22年３月31日） 

※１ 担保に供している資産は次のとおりであります。 ※１ 担保に供している資産は次のとおりであります。 

(1）道路交通事業財団 (1）道路交通事業財団 

担保資産 対応する債務

物件 
金額 
(百万円) 

内容 
金額
(百万円)

建物  951

長期借入金  100車輌運搬具  1

土地  2,393

計  3,346 計  100

担保資産 対応する債務

物件
金額
(百万円) 

内容 
金額
(百万円)

建物  843

長期借入金  100車輌運搬具  0

土地  2,392

計  3,236 計  100

(2）その他 

 宅地建物取引業法の規定により、投資有価証券  

  ９百万円を担保に供しております。 

(2）その他 

 宅地建物取引業法の規定により、投資有価証券  

  ９百万円を担保に供しております。 

 ２ 偶発債務  ２ 偶発債務 

(1）保証債務 (1）保証債務 

被保証者 
保証金額 
(百万円) 

被保証債務の内容

扇興物流（上海）
有限公司  14

リース債務に対す
る連帯保証 

計  14 － 

被保証者
保証金額 
(百万円) 

被保証債務の内容

扇興物流（上海）
有限公司  8

リース債務に対す
る連帯保証 

計  8 － 

(2）手形信託に係る偶発債務 

 手形債権流動化による買戻し条件付手形売却額

1,867百万円に伴う買戻し義務限度額588百万円があ

ります。 

(2）売掛債権及び手形信託に係る偶発債務 

 売掛債権及び手形債権流動化による買戻し条件付

手形売却額 百万円に伴う買戻し義務限度額

百万円があります。 

2,694

1,388

(3）差入保証金の流動化に伴う遡及義務 

  百万円 150

(3）差入保証金の流動化に伴う遡及義務 

  百万円 150

 ３ 当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀

行12行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約を

締結しております。これら契約に基づく当連結会計年

度末の借入未実行残高は次のとおりであります。 

 ３ 当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀

行12行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約を

締結しております。これら契約に基づく当連結会計年

度末の借入未実行残高は次のとおりであります。 

当座貸越極度額及び貸出コミッ

トメントの総額 
22,550百万円 

借入実行残高 8,100百万円 

差引額 14,450百万円 

当座貸越極度額及び貸出コミッ

トメントの総額 
百万円 26,150

借入実行残高 百万円 7,600

差引額 百万円 18,550
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前連結会計年度（自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日） 

 １．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 （注）１．新株予約権付社債の株式への転換による増加であります。 

２．自己株式の増加207,798株は、単元未満株式の買取りによる増加201,208株及び連結子会社が保有する自

己株式（当社株式）の当社帰属分6,590株であります。 

３．自己株式の減少43,002株は、ストックオプションの行使による減少2,000株、単元未満株式の買い増し請

求による減少41,002株であります。 

  

 ２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

３．配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

次のとおり、決議を予定しております。  

（連結株主資本等変動計算書関係）

  
前連結会計年度末
株式数（株） 

当連結会計年度
増加株式数（株） 

当連結会計年度 
減少株式数（株） 

当連結会計年度末
株式数（株） 

発行済株式         

   普通株式 （注）１  111,746,167  243,309  －  111,989,476

合計  111,746,167  243,309  －  111,989,476

自己株式         

   普通株式 （注）２,３  2,024,789  207,798  43,002  2,189,585

合計  2,024,789  207,798  43,002  2,189,585

区分 新株予約権の内訳 

新株予約権
の目的とな
る株式の種
類 

新株予約権の目的となる株式の数（株） 
当連結会計
年度末残高
（百万円）

前連結会計
年度末 

当連結会計
年度増加 

当連結会計
年度減少 

当連結会計
年度末 

 提出会社 
ストック・オプションと

しての新株予約権 
－  －  －  －  －  60

合計 －  －  －  －  －  60

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり配当
額（円） 

基準日 効力発生日

平成20年６月27日 

定時株主総会 
普通株式  438  4.00 平成20年３月31日 平成20年６月30日 

平成20年10月28日 

取締役会 
普通株式  438  4.00 平成20年９月30日 平成20年12月９日 

  
（決議） 

株式の種類
配当金の総額 
（百万円） 

配当の原資
１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日

平成21年６月26日 

定時株主総会 
普通株式  439  利益剰余金  4.00 平成21年３月31日 平成21年６月29日 
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当連結会計年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

 １．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 （注）１．自己株式の増加は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

２．自己株式の減少30,890株は、ストックオプションの行使による減少23,000株、単元未満株式の買い増し

請求による減少1,300株及び連結子会社が保有する自己株式（当社株式）の売却による減少6,590株であ

ります。 

  

 ２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

３．配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

次のとおり、決議を予定しております。  

  
前連結会計年度末
株式数（株） 

当連結会計年度
増加株式数（株） 

当連結会計年度 
減少株式数（株） 

当連結会計年度末
株式数（株） 

発行済株式         

   普通株式  111,989,476  －  －  111,989,476

合計  111,989,476  －  －  111,989,476

自己株式         

   普通株式 （注）１，２  2,189,585  13,667  30,890  2,172,362

合計  2,189,585  13,667  30,890  2,172,362

区分 新株予約権の内訳 

新株予約権
の目的とな
る株式の種
類 

新株予約権の目的となる株式の数（株） 
当連結会計
年度末残高
（百万円）

前連結会計
年度末 

当連結会計
年度増加 

当連結会計
年度減少 

当連結会計
年度末 

 提出会社 
ストック・オプションと

しての新株予約権 
－  －  －      －  －  80

合計 －  －  －  －  －  80

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり配当
額（円） 

基準日 効力発生日

平成21年６月26日 

定時株主総会 
普通株式  439  4.00 平成21年３月31日 平成21年６月29日 

平成21年10月28日 

取締役会 
普通株式  439  4.00 平成21年９月30日 平成21年12月８日 

  
（決議） 

株式の種類
配当金の総額 
（百万円） 

配当の原資
１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日

平成22年６月29日 

定時株主総会 
普通株式  439  利益剰余金  4.00 平成22年３月31日 平成22年６月30日 
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前連結会計年度（自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日） 

 （注）１．事業区分は、事業内容及びその相互関連性に基づき区分しております。 

２．各事業の主な内容 

３．資産のうち消去または全社の項目に含めた全社資産の総額は9,365百万円であり、その主なものは、親会社

での余資運用資金（定期預金等）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に

掲記されている科目の金額との関係 

現金及び預金勘定  11,948百万円 

預入期間が３か月を超える 

定期預金 
△200百万円 

合計 11,748百万円 

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に

掲記されている科目の金額との関係 

   現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に

記載されている現金及び預金勘定の残高とは一致して

おります。 

（セグメント情報）

ａ．事業の種類別セグメント情報

項目 運送事業 
（百万円） 

流通加工事業
（百万円） 

その他事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

Ⅰ 営業収益及び営業損益             

営業収益             

(1）外部顧客に対する営業収益  123,963 66,618 22,076 212,659  － 212,659

(2）セグメント間の内部営業収益

または振替高 
 3,190 3,990 16,100 23,281 (23,281) －

計  127,154 70,609 38,176 235,940 (23,281) 212,659

営業費用  124,329 68,500 37,427 230,257 (23,161) 207,095

営業利益  2,825 2,108 749 5,683 (119) 5,563

Ⅱ 資産、減価償却費及び資本的支

出 
            

資産  49,497 89,345 8,168 147,011  7,201 154,212

減価償却費  1,431 2,317 144 3,893  137 4,031

資本的支出  3,009 7,058 397 10,465  1,303 11,768

(1）運送事業 

貨物自動車運送事業、特別積合せ貨物運送、貨物自動車利用運送事

業、鉄道利用運送事業、海上運送事業及び内航運送業、港湾運送事

業、国際運送取扱業 等 

(2）流通加工事業 
倉庫業、荷主の構内における原材料及び製品の包装・移動等の作 

業、物流センターの運営 等 

(3）その他事業 
石油類販売事業、情報処理機器販売業、情報処理受託業、自動車修理

事業 等 
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当連結会計年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

 （注）１．事業区分は、事業内容及びその相互関連性に基づき区分しております。 

２．各事業の主な内容 

３．資産のうち消去または全社の項目に含めた全社資産の総額は9,473百万円であり、その主なものは、親会社

での余資運用資金（定期預金等）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。

前連結会計年度（自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日）及び当連結会計年度（自 平成21年４月１

日 至 平成22年３月31日） 

 全セグメントの営業収益の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める「本邦」の割合がいずれも

90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

前連結会計年度（自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日）及び当連結会計年度（自 平成21年４月１

日 至 平成22年３月31日） 

海外営業収益は連結営業収益の10％に満たないので、海外営業収益の記載を省略しております。 

項目 運送事業 
（百万円） 

流通加工事業
（百万円） 

その他事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

Ⅰ 営業収益及び営業損益             

営業収益             

(1）外部顧客に対する営業収益  130,554 73,192 23,945 227,692  － 227,692

(2）セグメント間の内部営業収益

または振替高 
 3,266 10,678 12,077 26,021 (26,021) －

計  133,820 83,870 36,022 253,713 (26,021) 227,692

営業費用  130,504 81,850 35,090 247,446 (25,904) 221,541

営業利益  3,315 2,019 931 6,267 (117) 6,150

Ⅱ 資産、減価償却費及び資本的支

出 
            

資産  56,086 89,609 14,644 160,340  7,790 168,131

減価償却費  1,650 2,804 171 4,626  342 4,968

資本的支出  943 2,407 205 3,556  1,406 4,962

(1）運送事業 

貨物自動車運送事業、特別積合せ貨物運送、貨物自動車利用運送事

業、鉄道利用運送事業、海上運送事業及び内航運送業、港湾運送事

業、国際運送取扱業 等 

(2）流通加工事業 
倉庫業、荷主の構内における原材料及び製品の包装・移動等の作 

業、物流センターの運営 等 

(3）その他事業 
石油類販売事業、情報処理機器販売業、情報処理受託業、自動車修理

事業 等 

ｂ．所在地別セグメント情報

ｃ．海外営業収益
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 （注） １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後1株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりで

あります。 

 該当事項はありません。 

  

 リース取引、関連当事者との取引、税効果会計、金融商品、有価証券、デリバティブ取引、退職給付、ストック・オプ

ション等、賃貸用不動産及び開示対象特別目的会社に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大き

くないと考えられるため開示を省略しております。  

（１株当たり情報）

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日) 

１株当たり純資産額   470円48銭

１株当たり当期純利益金額  25円95銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額  23円39銭

１株当たり純資産額 円 銭489 99

１株当たり当期純利益金額 円 銭26 83

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 円 銭24 16

  
前連結会計年度

(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日) 

１株当たり当期純利益金額     

当期純利益 2,848百万円 百万円 2,946

普通株主に帰属しない金額 －  －  

普通株式に係る当期純利益 2,848百万円 百万円 2,946

期中平均株式数 109,752千株 千株 109,817

      

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額     

当期純利益調整額 － － 

普通株式増加数 11,988千株 千株 12,147

（うち新株予約権） 146千株 千株 225

（うち転換社債型新株予約権付社債） 11,842千株 千株 11,922

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益金額の算定に含め

なかった潜在株式の概要 

－  －  

（重要な後発事象）

（開示の省略）
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：百万円）

前事業年度 
(平成21年３月31日) 

当事業年度 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,447 11,905

受取手形 662 1,014

営業未収入金 17,142 18,908

販売用不動産 23 24

貯蔵品 47 67

前払金 43 26

前払費用 1,165 1,209

短期貸付金 466 1,506

役員及び従業員に対する短期債権 25 26

繰延税金資産 1,047 1,250

未収入金 1,398 1,990

その他 504 652

貸倒引当金 △11 △12

流動資産合計 32,963 38,570

固定資産   

有形固定資産   

建物 67,345 67,358

減価償却累計額 △34,846 △35,595

建物（純額） 32,499 31,763

構築物 9,473 9,394

減価償却累計額 △6,775 △6,855

構築物（純額） 2,698 2,538

機械及び装置 2,967 3,070

減価償却累計額 △2,337 △2,423

機械及び装置（純額） 629 646

船舶 4,686 4,685

減価償却累計額 △1,680 △1,981

船舶（純額） 3,006 2,704

車両運搬具 7,435 7,350

減価償却累計額 △6,001 △6,007

車両運搬具（純額） 1,434 1,342

工具、器具及び備品 3,653 3,661

減価償却累計額 △2,780 △2,932

工具、器具及び備品（純額） 872 728

土地 31,505 32,354

リース資産 2,519 3,116

減価償却累計額 △215 △327

リース資産（純額） 2,303 2,788

建設仮勘定 134 490

有形固定資産合計 75,085 75,357
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成21年３月31日) 

当事業年度 
(平成22年３月31日) 

無形固定資産   

借地権 592 590

電話施設利用権 132 131

権利金 127 98

リース資産 802 1,374

無形固定資産合計 1,654 2,194

投資その他の資産   

投資有価証券 1,779 1,792

関係会社株式 3,824 5,832

出資金 5,549 5,548

関係会社出資金 450 692

長期貸付金 127 118

役員及び従業員に対する長期貸付金 104 111

関係会社長期貸付金 3,702 2,915

差入保証金 7,281 7,188

建設協力金 86 68

破産更生債権等 20 31

前払年金費用 2,046 2,377

長期未収入金 1,621 2,438

繰延税金資産 4,562 4,454

その他 54 50

貸倒引当金 △250 △287

投資その他の資産合計 30,960 33,333

固定資産合計 107,700 110,885

資産合計 140,664 149,455

負債の部   

流動負債   

支払手形 1,644 1,905

営業未払金 10,855 12,416

短期借入金 9,600 8,600

1年内返済予定の長期借入金 918 5,148

1年内償還予定の社債 7,000 －

リース債務 602 895

未払金 1,107 1,509

未払費用 1,632 1,472

未払法人税等 550 1,507

前受金 － 252

前受収益 9 10

預り金 3,850 4,482

賞与引当金 1,895 2,304

役員賞与引当金 50 84

その他 386 24

流動負債合計 40,103 40,613
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成21年３月31日) 

当事業年度 
(平成22年３月31日) 

固定負債   

社債 － 7,000

転換社債型新株予約権付社債 4,900 4,900

長期借入金 30,324 29,576

リース債務 2,690 3,520

長期未払金 3,156 2,982

退職給付引当金 8,574 8,488

特別修繕引当金 26 25

その他 914 746

固定負債合計 50,586 57,239

負債合計 90,690 97,853

純資産の部   

株主資本   

資本金 18,345 18,345

資本剰余金   

資本準備金 16,436 16,436

その他資本剰余金 170 170

資本剰余金合計 16,607 16,607

利益剰余金   

利益準備金 1,505 1,505

その他利益剰余金   

固定資産圧縮積立金 1,436 1,433

特別償却積立金 59 52

別途積立金 9,667 11,317

繰越利益剰余金 3,083 3,015

利益剰余金合計 15,752 17,324

自己株式 △776 △772

株主資本合計 49,929 51,505

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △15 16

評価・換算差額等合計 △15 16

新株予約権 60 80

純資産合計 49,973 51,601

負債純資産合計 140,664 149,455
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（２）損益計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

営業収益 175,336 169,880

営業原価 164,145 158,273

営業総利益 11,190 11,607

販売費及び一般管理費 6,739 6,493

営業利益 4,450 5,113

営業外収益   

受取利息 191 148

受取配当金 977 899

団体定期受取保険金 255 231

受取地代家賃 46 49

その他 332 283

営業外収益合計 1,803 1,611

営業外費用   

支払利息 887 1,018

社債利息 64 37

団体定期保険料 281 267

その他 160 266

営業外費用合計 1,393 1,589

経常利益 4,860 5,136

特別利益   

関係会社株式売却益 － 70

受取補償金 175 －

固定資産売却益 50 －

特別利益合計 225 70

特別損失   

固定資産除却損 204 267

過年度損益修正損 － 180

子会社株式評価損 － 132

リース解約損 208 76

子会社貸倒引当金繰入額 － 45

投資有価証券評価損 47 －

ゴルフ会員権評価損 41 －

特別損失合計 501 701

税引前当期純利益 4,584 4,504

法人税、住民税及び事業税 1,417 2,171

法人税等調整額 557 △117

法人税等合計 1,974 2,054

当期純利益 2,610 2,450
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（３）株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 18,295 18,345

当期変動額   

新株の発行 50 －

当期変動額合計 50 －

当期末残高 18,345 18,345

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 16,386 16,436

当期変動額   

新株の発行 50 －

当期変動額合計 50 －

当期末残高 16,436 16,436

その他資本剰余金   

前期末残高 166 170

当期変動額   

自己株式の処分 3 △0

当期変動額合計 3 △0

当期末残高 170 170

資本剰余金合計   

前期末残高 16,553 16,607

当期変動額   

新株の発行 50 －

自己株式の処分 3 △0

当期変動額合計 53 △0

当期末残高 16,607 16,607

利益剰余金   

利益準備金   

前期末残高 1,505 1,505

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,505 1,505

その他利益剰余金   

固定資産圧縮積立金   

前期末残高 1,439 1,436

当期変動額   

固定資産圧縮積立金の取崩 △3 △3

当期変動額合計 △3 △3

当期末残高 1,436 1,433

特別償却積立金   

前期末残高 9 59

当期変動額   

特別償却積立金の積立 50 －

特別償却積立金の取崩 － △7

当期変動額合計 50 △7

当期末残高 59 52
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

別途積立金   

前期末残高 7,817 9,667

当期変動額   

別途積立金の積立 1,850 1,650

当期変動額合計 1,850 1,650

当期末残高 9,667 11,317

繰越利益剰余金   

前期末残高 3,247 3,083

当期変動額   

固定資産圧縮積立金の取崩 3 3

特別償却積立金の積立 △50 －

特別償却積立金の取崩 － 7

別途積立金の積立 △1,850 △1,650

剰余金の配当 △877 △878

当期純利益 2,610 2,450

当期変動額合計 △164 △67

当期末残高 3,083 3,015

利益剰余金合計   

前期末残高 14,019 15,752

当期変動額   

固定資産圧縮積立金の取崩 － －

特別償却積立金の積立 － －

特別償却積立金の取崩 － －

別途積立金の積立 － －

剰余金の配当 △877 △878

当期純利益 2,610 2,450

当期変動額合計 1,733 1,572

当期末残高 15,752 17,324

自己株式   

前期末残高 △717 △776

当期変動額   

自己株式の取得 △74 △4

自己株式の処分 15 8

当期変動額合計 △59 4

当期末残高 △776 △772

株主資本合計   

前期末残高 48,151 49,929

当期変動額   

新株の発行 100 －

剰余金の配当 △877 △878

当期純利益 2,610 2,450

自己株式の取得 △74 △4

自己株式の処分 19 8

当期変動額合計 1,777 1,576

当期末残高 49,929 51,505
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 76 △15

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △91 31

当期変動額合計 △91 31

当期末残高 △15 16

評価・換算差額等合計   

前期末残高 76 △15

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △91 31

当期変動額合計 △91 31

当期末残高 △15 16

新株予約権   

前期末残高 26 60

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 34 20

当期変動額合計 34 20

当期末残高 60 80

純資産合計   

前期末残高 48,253 49,973

当期変動額   

新株の発行 100 －

剰余金の配当 △877 △878

当期純利益 2,610 2,450

自己株式の取得 △74 △4

自己株式の処分 19 8

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △57 51

当期変動額合計 1,719 1,628

当期末残高 49,973 51,601
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 該当事項はありません。 

  

(4）継続企業の前提に関する事項
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